
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

完成施設紹介【山形森林管理署最上支署】・・・・・・・・・・・・２～３

平成30年度「営繕行政セミナー」を開催しました

～建築分野における生産性向上に資する｢ＩＣＴ活用｣基礎講座～ ・・・・・・・・４

【山形県】インフラ長寿命化の取り組み
～山形県における県有施設の長寿命化に関する取組と営繕室の役割～ ・・・・５～６

新庁舎を創った「けんせつ小町たちの座談会」
～働きやすい職場環境を考える～・・・・・・・・・・・・・・・・・・７～８

保全ニュースとうほく
平成30年度 保全実態調査の結果（東北版）について ・・・・・・・・・９～１１

「巡回建築パネル展」及び「施設見学会」
～公共建築月間イベント開催～・・・・・・・・・・・・・・・・・１２～１３

大船渡税務署

八戸港湾合同庁舎

【 山形森林管理署最上支署】

ＥＩＺＥＮ ＴＯＨＯＫＵとう くほ営繕とうほく
発 行

東北地方整備局
営繕部
盛岡営繕事務所

ｖｏｌ.１49
２０１9.2



 
２ 

 
山形森林管理署最上支署は、管内に栗駒国定公園をはじめ、最上川県立自然公園、加無山県立

自然公園などがあり、豊かな自然環境が保全されているブナ天然林などの森林も多く、これらの

維持管理を行っています。 

新庁舎は、旧庁舎の老朽化に伴う施設不備の解消及び森林事務所との統合等の理由により計

画され、地域の景観と調和した木の温もり溢れる外観と必要な機能、性能を確保するとともに、

木材の積極的な利用、ユニバーサルデザインの導入、環境負荷低減への貢献など、社会的ニーズ

に的確に対応し、利用者の利便性に配慮した森林管理支署にふさわしい庁舎となっています。 

長期に渡る工事でしたが、入居官署、来庁者及び、周辺にお住まいの皆様のご協力のもと、平

成 27 年の設計開始から約 3年の歳月を経て、この度、無事に施設が完成しました。 

 

 

 

 

【設計概要（平面構成）】 

庁舎の玄関ホールを中心に、支署及び森林事務所の事務室、会議室を配置し、関連する諸室の

利用形態を整理し、シンプルな平面にまとめることにより、利便性・効率性の向上に配慮した計

画としています。 

    

 

 

 

完成施設紹介   【山形森林管理署最上支署】 

(写真)事務室 

将来のレイアウト変更にフレキシブルな対応が可能とな

るよう執務室内を柱のない空間とし、床はフリーアクセ

スフロアとしています。 

(写真)玄関ホール 
壁に杉板を用い、自動ドアを木製にするなど、木の香り

に包まれた空間に仕上げています。 

施設名：山形森林管理署最上支署 

場所：山形県最上郡真室川町 

大字新町字下荒川 200-11 

構造・規模：木造 平屋建て 

建築面積： 623 ㎡ 

延べ面積： 551 ㎡ 

入居官署：山形森林管理署最上支署 

     大沢森林事務所 

【施設概要】 

(写真)玄関外観 
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【設計概要（外観･配置計画）】 

外観の特徴である高い腰壁や片流れの勾配屋根形状と深い軒の出は、この地域の豪雪を強く意

識して生まれたものです。また、大面積の外壁が単調とならないよう、正面には杉板を用い、庇

上部の外壁にはクリーム色や白色の窯業系外壁材、金属系外壁材を採用し、外観に変化をもたせ

ています。

配置では、庁舎を敷地中央とし、玄関側に駐車場、庁舎裏側に堆雪場を設けるなど、庁舎利用

者の利便性と多雪地域に配慮した計画としています。

電力設備：電灯設備 

動力設備 

通信設備：構内情報通信網設備 

構内交換設備 

誘導支援設備 

テレビ共同受信設備

空調設備：空調設備 

換気設備 

自動制御設備 

衛生設備：衛生器具設備 

給水設備 

排水設備 

給湯設備 

設計：東北地方整備局営繕部 

 株式会社石川設計 

監理：東北地方整備局営繕部 

 株式会社アーキブレン 

施工：沼田建設株式会社(建築・電気) 

株式会社ヒラタ住工設備(機械) 

工期：平成 29 年 8月 3日～ 

平成 30 年 11 月 30 日

(写真)正面外観

屋根・外壁は金属系の仕上げで覆うことで長期的なメンテナンスコストの低減を図っています。スロープや車椅子専用

駐車場の設置など、高齢者、身体障害者を問わず、すべての人に使いやすい庁舎を目指しています。

(写真)北側外観（冬期降雪状況 H31.2） 
片流れ屋根により落雪範囲を限定し、除雪の効率化を図ってい

ます。空調屋外機設置部分については、木製ルーバーで囲い景

観へも配慮しています。

(写真)玄関ポーチ

玄関ポーチ周囲の構造材や深い軒を支える軒桁と方杖

を現すなど木材を印象的に見せる工夫をしています。
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地方公共団体からの参加者 

県名 参加者所属団体 

青森県 青森県 

岩手県 岩手県、盛岡市 

宮城県 宮城県、仙台市、石巻市、女川町、加美町 

秋田県 秋田県、横手市、男鹿市 

山形県 山形県、米沢市 

福島県 福島県、福島市、いわき市、相馬市 

平成 30 年度営繕行政セミナー日程 

 

１日目 

講話 

建設業における ICT の活用（総論） 

官庁営繕事業における ICT・BIM の活用 

2 日目 

建築分野における ICT・省人化工法による生

産性向上について 

建築工事における ICT・BIM 活用について 

施設見学（女川町庁舎） 

ICT 建機説明会･デモンストレーション見学 

（コマツ IOT センタ） 

3 日目 
設計段階における BIM 活用事例について 

意見交換 

東北地方整備局営繕部では、平成 30 年 10 月 

31 日(水)～11 月 2 日(金)の 3日間、多賀城研修 

所において「建築分野における生産性向上に資 

する｢ＩＣＴ活用｣基礎講座」をテーマとした研 

修「営繕行政セミナー」を開催し、29 名の聴講 

生が参加しました。 

  本研修には、整備局職員のほか東北各県の地 

方公共団体の方々にも参加いただいており、今 

回は、21 団体から 23 名の参加がありました。 

  今回の研修テーマは、東北各県及び仙台市の営繕担当の方々のご意見を基に、「公共工事の品 

 質確保の促進に関する法律」の趣旨を踏まえた公共建築工事の良質な品質確保と、建設業界にお 

ける「働き方改革」に係る生産性向上を目指す更なる取り組みについて、一助となるものとして 

「建築工事の ICT 技術の基礎講座」を選定しました。 
 

講義内容は、公共建築工事を取り巻く最近の動向 

から、より実務に役立つ内容を盛り込むこととして、 

ICT 導入の背景・目的や、設計・工事における技術 

導入事例の紹介等、ICT 技術の基本的な知識から、 

ICT・BIM 導入にあたってのポイントや今後の課題 

について学びました。 

また、ICT 建設機械のデモンストレーションの見 

学や設計 BIM による模擬プレゼンテーション等、 

最新の技術を直に体験していただき、聴講生の皆様 

からは、これまで触れることがなかった内容で、理 

解が深まり今後の業務に活かしたいと、好評でした。 

 今後も、参加者皆様の実務に役立つ研修を開催し 

ていきたいと考えております。 

 

      

       

      

平成３０年度 「営繕行政セミナー」を実施しました 

～ 建築分野における生産性向上に資する｢ＩＣＴ活用｣基礎講座 ～ 

[ ICT 建機のデモンストレーション ] 

 

[ 女川町庁舎の見学 ]  [ 外部講師による ICT 技術の紹介 ] 
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■はじめに 

 全国的にインフラの長寿命化への取り組みが喫緊の課題となっているところですが、山形県

でもハード・ソフト両方の観点から既存のインフラの長寿命化に取り組んでいるところです。 

 このたびは「営繕とうほく」の寄稿にあたり、山形県における県有施設の長寿命化に関する

取り組みとして、「ファシリティマネジメント」と「維持保全における定期点検等」を営繕室の

役割と併せて紹介します。 

 

■ファシリティマネジメントについて 

１．山形県の課題 

本県が保有する財産は、行政サービスの向上に伴って増加してきた経緯から膨大な量となっ

ており、特に、1970 年代以降に整備された多くの施設がこれから更新・大規模改修の時期を迎

え、多額の財政需要が見込まれる状況にあります。県有施設においては、建築された年度別に

延床面積を見た場合、現在の県庁舎が完成した昭和 50 年度がピークとなっており、建築後 30

年を経過した建物が全体の 55％に達する等、老朽化への対応が喫緊の課題となっています。 

今後、人口減少・少子高齢化等により公共施設等の利用需要の変化が予想されることを踏ま

え、県有施設の長寿命化や維持管理の効率化による費用の縮減、県有財産の売却・有効活用に

よる歳入確保、更にこれらを統括運用していく仕組みづくりが求められているところです。 

２．ファシリティマネジメントの策定および概要 

１の課題解決のため、本県では県有財産を経営的な視点で総合的に管理、活用するファシリ

ティマネジメントの取組みを全庁的に推進するために、平成 25 年５月に「山形県県有財産総合

管理推進本部」を設置するとともに、翌平成 26 年 12 月には「山形県県有財産総合管理（ファ

シリティマネジメント）基本方針」を策定しました。 

また、基本方針の中で「個別施設計画（個別施設毎の長寿命化計画）」の策定を明記してお

ります。 

３．具体的な取り組み 

基本方針に基づき、以下の①～③の取組みを行い、行政サービスの維持向上と財政負担軽減

の両立を図ります。 

①県有施設の長寿命化と維持管理コストの低減 

 ・山形県県有建物長寿命化指針に基づく計画的な保全の推進 

 ・日常の点検管理に関する手引きの新たな作成など、施設管理者への技術面でのサポート

体制の強化 

・指定管理者制度やＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入の優先的検討等、民間活力の活用による効率

的な維持管理の推進 

②県有財産の有効活用 

・未利用財産や庁舎等の空きスペース、敷地の民間等への貸付や転用の推進 

・庁舎・公共施設等への企業広告やネーミングライツの導入拡大 

インフラ長寿命化の取り組み 

～ 山形県における県有施設の長寿命化に関する取組と営繕室の役割 ～ 
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③県有財産の総量縮小

・不動産関係団体との連携等、多様な手法を活用した積極的な売却の推進

・施設アセスメントの実施を踏まえた、計画的な施設の集約化、転用等の推進

４．「個別施設計画（個別施設毎の長寿命化計画）」の策定 

 総務省からの要請を受け、本県では、平成 29 年から県有施設の個別施設計画の策定に取り組

んでいます。策定単位を学校施設、公共施設、警察施設、職員公舎、その他庁舎等の５つに分

け、平成 32 年までにすべての県有施設の個別施設計画を策定することとしています。当該計画

の中で長寿命化や建替えといった施設毎の方向性を位置付け、長寿命化に位置図けられたもの

は優先順位を踏まえた具体的な実施計画（５年間）を策定していきます。 

５．営繕室の役割 

 個別施設計画の策定については、管財課および施設所管部局が主体となって取り組んでおり

ます。しかし、施設の劣化状況の診断及び改修方法について専門的な知識が必要なことから、

営繕室では建築的な観点からの助言を行う形で個別施設計画の策定に協力しております。 

■県有施設の維持保全における定期点検等について

山形県では、平成 14 年から県所有の建築物を“長持ち”させることを目的に「維持保全定期

調査」を実施し、建物の維持保全に努めてきました。平成 17 年に建築基準法で「定期点検」が

義務付けられたことにより、「定期点検」と「維持保全定期調査」を合わせて、「定期点検等」

として位置づけ調査を実施しております。 

「定期点検等」の対象は、県有施設のうち、県民の利用度が高い重要施設（建築基準法第 12

条第２項及び第４項の規定による定期点検対象施設を含む。）を対象施設と定めており、現在

227 施設が対象となっております。また、定期点検等の調査については、専門的な知識や資格

が必要なことから、山形県では主に営繕担当職員が調査を行います。

調査後は施設管理者に、調査担当者の所見と併せて結果を報告します。定期点検等の結果は

施設管理者において施設の修繕計画の参考として活用しております。

 また、調査結果を「保全マネジメントシステム(BIMMS)」に登録することで、システムによる

一元管理をしております。 

■最後に

インフラの長寿命化への取り組みが全国的に課題となっており、国や市町村、民間との間で

の維持保全・長寿命化に関する情報の共有や連携が重要になっております。今後も山形県は、

国や市町村、民間と連携しながら、適切な施設の活用・維持保全に取り組んでまいります。 

≪個別施設計画の内容≫ 

①対象施設

②計画期間

③対策の優先順位の考え方

④個別施設の状態等

⑤対策内容と実施期間

⑥対策費用

≪個別施設計画の作成手順≫

１．施設状況の点検確認

２．施設アセスメント（評価結果を基に施設利活用の方向性を提示） 
３．利活用の決定

４．中長期計画の策定

５．実施計画(５年間)の策定 
６．個別施設計画の策定

≪定期点検等の対象施設と点検周期≫

１．建築基準法第 12 条第２項及び第４項で定める定期点検対象施設（建築：３年毎、設備：毎年）

２．延べ床面積 100 ㎡以上で県民の利用度が高い重要施設（建築及び設備：３年毎）
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【経緯・趣旨】 

「山形森林管理署最上支署」新庁舎は、発注者、設

計業務受注者、工事受注者、一次下請の木造工事業者、

さらに入居官署それぞれの組織に所属する女性職員

が中心となって整備が進められた施設です。 

各担当者は、家庭と仕事を見事に両立し、女性なら

ではのきめ細かい工夫により設計や工事を行い、本施

設を木のぬくもりを感じる、やさしく暖かい木造庁舎

に生まれ変わらせました。 

そこで、本施設の落成に合わせ、各人の仕事への思

いややりがい、ワークライフバランスを確保しながら

女性が活躍するための工夫やご苦労、組織の雰囲気な

どについて紹介してもらいました。 

 

【概要】 

■日 時：平成 30 年 12 月 12 日（水）13：30～14：30 

■場 所：山形森林管理署最上支署新庁舎（山形県最上郡真室川町大字新町字下荒川 200－11） 

■対談者：髙山 明香 （建築工事受注者／沼田建設株式会社／現場代理人） 

     寺崎 洋子 （建築工事一次下請業者／株式会社ヤマムラ／主任技術者） 

     佐藤 千賀子（設計業務受注者／株式会社石川設計／設計副部長） 

     松浦 由紀子（入居官署／東北森林管理局山形森林管理署最上支署／主任事務管理官） 

     照井 彩水 （入居官署／東北森林管理局山形森林管理署最上支署） 

鎌田 良恵 （発注者／東北地方整備局営繕部整備課／建築設計審査担当者） 

※順不同 

■コーディネーター 

    ：中里 明希美（東北地方整備局営繕部整備課） 

     近藤 純子 （東北地方整備局営繕部整備課） 

■企画・運営 

    ：国土交通省東北地方整備局営繕部職員（入省１～４年目） 

■対談テーマ 

    ：自己紹介（名前、所属、仕事内容、最上支署整備における担当業務説明・コメント等） 

     自分がいる業界を志したきっかけ、業界に入る前と後のギャップ 

     仕事でのやりがい、良かったこと、嬉しかったこと 

     仕事での悔しかったこと、苦労したこと 

     最上支署の建設に関してうまくいった点、反省点、工夫等 

     現在の職場環境について 

     女性が働くために「こうなってほしいな」と思うこと 

新庁舎を創った「けんせつ小町たちの座談会」 
～働きやすい職場環境を考える～ 

座談会の様子 
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【座談会の内容】

はじめに対談者各々が自己紹介を行い、その後、事

前アンケートをもとに座談会がはじまりました。ま

ず、各業界を志したきっかけについて髙山さんが「高

校生の頃に見ていたドラマに影響され建築家になり

たいと思い、建設系の大学に進学しました。そのうち

現場の施工管理という仕事が一番リアルに建築に携

われるのではないかと考え、現在の会社に就職しま

した。」と建設業界を志した自らのきっかけを語りま

した。 

工事施工者の方々が仕事をする上でのやりがいや

良かったこと、または苦労を話していく中、佐藤さん

は｢最近は、その施設で実際に働く女性の方と打ち合

わせを行って、設計するケースが増えてきました。女

性ならではの苦労などもあるので、完成後に使いや

すいと喜ばれた時にはとてもうれしく思います。｣と

女性目線でのやりがいを語りました。また、松浦さん

は新庁舎について｢木がふんだんに使われていて、バ

リアフリーなどについても気遣いがみられるので、

ここで働くのが本当に楽しみです。｣と新庁舎への期

待を話してくれました。 

「施工現場等でのトイレや更衣室など女性として

気になる部分はありますか。」という問いに対しては、

寺崎さんが｢男女別であった方がいいのはトイレぐ

らいで、あとは特に気になりません。逆に休憩中にも

男性の職人さん達と一緒にいた方がコミュニケーシ

ョンをとれるため、あえてそこに混ざります。｣と話

しました。 

座談会の終盤ではこれからの建設業界への要望や

適正な工期の確保、誰もが働きやすい環境を創るこ

とが大事という活発な意見が飛び交いました。鎌田

さんからは「仕事と育児の両立ができるかという不

安を抱えながらも周囲のサポートに助けられていま

す。」と話す一方で「性別は関係ないと思われたいと

考えていて、女性が活躍していく社会ということを

特に言われることがない社会になっていけば良いと

思います。」と心の内を語りました。最後に聴講者か

ら「働く女性側の意見として、男性側に何かできるこ

とはありますか。」という質問に対し、対談者からは

｢家族を含む周囲の協力や声かけが大事｣と各々の言

葉で語り、座談会は終了しました。 

 現場代理人(髙山さん)  主任技術者(寺崎さん) 

発注者（鎌田さん） 設計者（佐藤さん）

入居官署（松浦さん 照井さん）

コーディネーター（中里さん 近藤さん）



 

営繕とうほく 9 

 

 

 

 

 

各省各庁の施設保全をご担当の皆様には、平成 30 年度の保全実態調査にご協力いただき、誠

にありがとうございました。保全実態調査は、国家機関の建築物等の保全の実態と問題点を把握

し適正な保全を実施することを目的とした調査で、官公庁施設の建設等に関する法律に基づき、

すべての国家機関の建築物等に対して実施しています。このたびは、東北地方整備局管内の保全

実態調査の結果の概要及び特に重要な点について報告します。 

 

今年度の調査では管内の 1,263 施設から回答いただき

ました。施設の内訳は、庁舎（合同庁舎等及び一般事務庁

舎）が約 54％、その他（教育研修施設、矯正施設、自衛

隊等）が約 12％、宿舎が約 34％となっています。（表-

1） 

施設数は、廃止・取壊し等により、昨年度から 52 施設

減になっています。 

各施設の主要な建築物を経年別に分類すると、庁舎の 55％、その他の 44％、宿舎の 43％が建

築後 30 年を経過しています。（図-1） 

図-１ 経年別施設数 

 

建築後 30 年前後には大規模修繕や設備機器の更新等が必要となり、施設の運用・管理に要す

る費用が増大するため、中長期保全計画に基づいた計画的な対応が必要となります。 

調査項目は保全実態調査要領から「①保全の体制、計画及び記録等」、「②点検等の実施状況」、

「③施設の状況」の３項目です。このうち東北地方整備局では「①保全の体制、計画及び記録等」

について、特に重点的な保全指導に取り組んできました。 

「①保全の体制、計画及び記録等」は以下の５つの項目で評価します。 

・「施設保全責任者の有無」 

・「年度保全計画書の作成」 

・「中長期保全計画書の作成」 

・「点検及び確認結果の記録」 

・「修繕履歴の作成」 

次に各項目の結果について説明します。      

表-１ 調査施設数（用途別） 

庁舎 683 施設 ( 54％ ) 

その他 146 施設 ( 12％ ) 

宿舎 434 施設 ( 34％ ) 

計 1,263 施設 ( 100％ ) 

１０年未満

59施設

9%
１０年以上

２０年未満

131施設

19%

２０年以上

３０年未満

114施設

17%

３０年以上

４０年未満

138施設

20%

４０年以上

241施設

35%

庁舎

683施設

１０年未満

26施設

18%

１０年以上

２０年未満

27施設

18%
２０年以上

３０年未満

29施設

20%

３０年以上

４０年未満

31施設

21%

４０年以上

33施設

23%

その他

146施設

１０年未満

19施設

4%
１０年以上

２０年未満

111施設

26%

２０年以上

３０年未満

118施設

27%

３０年以上

４０年未満

98施設

23%

４０年以上

88施設

20%

宿舎

434施設

 

平成 30年度 保全実態調査結果（東北版）について 

保全ニュースとうほく 
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１．施設保全責任者の有無 

 各省各庁の長は、国家機関の建築物等の保全に関する

基準の実施に係る要領において、施設保全責任者を定め

ることとされています。 

「施設保全責任者の有無」の状況は毎年度改善してお

り、今年度の調査において目標の10 0％を達成すること

ができました。(図-2) 

 

２．保全計画（年度保全計画、中長期保全計画）の作成 

 年度保全計画については、「作成している」が平成 29

年度調査 82.0％から平成 30 年度調査 88.4％と改善しま

した。中長期保全計画についても、「作成している」が平

成29年度調査74.2％から平成30年度調査84.2％と改善

しました。（図-3）                                

適切な保全を効果的に実施していただくために、すべ

ての施設において「保全計画」が作成されることを目標と

しております。毎年度状況は改善されており、目標の達成

までにあとわずかの状況です。 

 

３．点検及び確認結果の記録 

点検及び確認結果の記録については、「作成している」

が、庁舎等※１は平成 29 年度調査 74.9％から平成 30 年度

調査 89.3％と改善しています。また宿舎においても平成

29 年度調査 80.0％から平成 30 年度調査 93.1％と改善し

た結果となりました。（図-4） 

すべての施設において「点検及び確認結果の記録」が作

成されることを目標としており。毎年度状況が改善して

います。 

 

 

４．修繕履歴の作成 

修繕履歴の作成については、「作成している」が庁舎

等は平成29年度調査80.9％から平成30年度調査87.6％

と改善しました。また宿舎は平成 29 年度調査 86.2％か

ら平成 30 年度調査 90.8％とこちらも改善しています。

（図-5） 

すべての施設において「修繕履歴」が作成されること

を目標としており、庁舎、宿舎ともに「作成していない」

と回答があったのは数件です。 

 

 

図-3 保全計画の作成 

※１：庁舎等とは、宿舎を除いた庁舎とその他を合わせた施設を示します。 

 

 

図-4 点検及び確認結果の記録 

図-2 施設保全責任者の有無 
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５．調査結果の評価 

保全実態調査の調査結果を項目別に 100 点（一部 200

点）満点で評価し、各項目の評点の平均値として総評

点を算出しています。 

今年度の調査結果は昨年度よりも「良好」の施設の

割合が多くなっており、「良好」、「概ね良好」の施設

の合計は平成 29 年度調査 94.6％から平成 30年度調査

98.5％と改善しています。(図-6) 

 

各調査項目においては、毎年度改善傾向がみられて

いますが、「保全計画の作成」、「点検及び確認結果の

記録」、「修繕履歴の作成」は、いまだに一部の対象施

設において、作成されていません。官庁施設情報管理

システム(BIMMS-N）には「中長期保全計画」、「点検及

び確認結果の記録」、「修繕履歴の作成」を作成する 

機能がありますので、これらが未作成の施設について

は BIMMS-N を活用する等して、速やかな作成の取組み

をお願いします。 

特に法定点検等の実施は、建築基準法等の関係法令

で定められているものであり、点検等を確実に実施す

る必要があります。法定点検等を実施した結果で課題

がありましたら速やかに検討を行い、対策を講ずるこ

とにより、施設を長期間、健全に利用できることになり

ます。 

国家機関の建築物等は、適切な保全の実施により既

存施設を有効利活用することが求められています。安

全・安心かつ快適に施設を維持するためにも、施設保全

担当の皆様には今回の調査結果を参考としながら、施

設保全の推進に取組みいただきますよう、よろしくお 

願いします。 

 

 

 

 

 

 

■保全に関する相談窓口 

東北地方整備局 営繕部 保全指導・監督室  担当者：室長補佐 
       TEL 022-225-2171 （内線 5513） mail:thr-82kantoku@mlit.go.jp  
     FAX 022-268-7833 
   東北地方整備局 盛岡営繕事務所            担当者：保全指導・監督官室長 
     TEL 019-651-2015               mail:thr-moriei@mlit.go.jp  
     FAX 019-605-8115  

図-6 調査結果の評価 

※建築保全業務仕様書、同積算基準、同積算要領が改定概要と国家機関の建築物等の定期点検

制度については「保全ニュースとうほく（営繕とうほく 148 号掲載）」、建築基準法等に基づ

く法定点検の点検資格の取扱いについては「保全ニュースとうほく（営繕とうほく 140 号掲

載）」を参照ください。 
 

図-5 修繕履歴の作成 
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 「公共建築の日」及び「公共建築月間」イベントとして、広く一般の方々にも関心を持っていただ

きながら、より一層生活に密着したより良い公共建築を目指すという考えのもと、11月に「巡回建築

パネル展」及び「施設見学会」を開催しました。 

〔主催：「公共建築の日」及び「公共建築月間」関連イベント実行委員会、共催：「公共建築の日」

及び「公共建築月間」東北地方協力支援会議、後援：東松島市教育委員会〕 

 

【 巡回建築パネル展 】 

 今年度のテーマを「公共建築関連事業の紹介」と題し、東北６県・仙台市および東北地方整備局の

取組事例と実行委員会を構成する各機関の事業等をまとめたパネル展を開催しました。 

 10 月 29 日から 11月 30 日のうち、それぞれ１週間程度を展示期間として、各県・市の施設のロビ

ーや展示コーナーなどを会場として展示を行い、多くの方々にご覧頂く機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔巡回建築パネル展の開催状況〕 

 

巡回建築パネル展 開催場所・期間 

青森県庁 北棟１階ロビー １１月１２日（月）～１１月１６日（金） 

岩手県庁 １階県民室BF展示コーナー １１月１２日（月）～１１月１６日（金） 

宮城県庁 ２階ロビー １１月２７日（火）～１１月３０日（金） 

秋田県庁 正面前廊下 １０月２９日（月）～１１月 ２日（金） 

山形県村山総合支庁 １階ロビー １１月１９日（月）～１１月２２日（木） 

福島県庁 ３階渡り廊下 １０月２９日（月）～１１月 ２日（金） 

仙台市役所 本庁舎１階ロビー １１月２６日（月）～１１月３０日（金） 

仙台市青葉通り地下道ギャラリー １１月 １日（木）～１１月１５日（木） 

「巡回建築パネル展」及び「施設見学会」 
～ 公共建築月間イベント開催 ～ 
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【 施設見学会 】 

 11月 13日に、「木材を活用した公共建築」と

題し、木造で建設された「オーエンス泉岳自然ふ

れあい館（仙台市施設）」と「東松島市立宮野森

小学校（東松島市施設）」を訪れ、施設整備にか

かる事業の紹介と施設見学を行いました。当日

は、公共建築に興味を持つ学生など 30 名の参加

があり、各施設の見学を通じて公共建築物におけ

る木材の利活用の取り組みやその効果に触れて

いただきました。 

参加者からは、「木造建築の美しさや心地良さ

を感じた」「木材の持つ良さと日本の建築技      〔東松島市立宮野森小学校の外観〕 

術の高さを感じる施設だ」「木材の活用方法など 

から関係者の熱意が伝わってくる」「どの施設も運営する側が施設を大切にしていると感じた」等の

ご意見をいただき、大変好評でした。 

〔オーエンス泉岳自然ふれあい館の見学風景〕 

〔東松島市立宮野森小学校の見学風景〕 

〒980-8602 

仙台市青葉区本町３丁目３－１ 仙台合同庁舎Ｂ棟 

 東北地方整備局 営繕部 計画課内 

TEL 022-225-2171(代表)  

E-mail：thr-82keikaku@mｌit.go.jp

■東北地方整備局  http://www.thr.mｌit.go.jp/

■盛岡営繕事務所  http://www.thr.mｌit.go.jp/moriei

営 繕 と う ほ く 編 集 室 ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス

「営繕とうほく」は東北地方整備局ホームページでもご覧になれます 
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